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管理所の敷地内に、「羽衣の松」と記された石碑の近くに１本のマツ
があります。背後に豊川が流れる見晴らしのよい場所にあるマツには、天女にまつわる物語がある
のをご存知でしょうか。
　その昔、天女が豊川で水浴びをしていたとき、通り掛かった若者が、岸辺のマツに掛けられた羽
衣を持ち帰ってしまいました。天女は、羽衣を返してもらいたい一心から若者と結婚しました。そ
の後二人は仲の良い夫婦となり、子どもも生まれ
ました。ある日、天女は羽衣を見つけ天に帰るこ
とになり、葉を食べると病気が治るという茶の実
と人形を子どもに残しました。子どもは病気もす
ることなく成長し、星野勘左衛門行
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明という名の
立派な武士になったということです。
　岸辺のマツは何代も植え替えられましたが、マ
ツの近くには、星野勘左衛門行明が建てたという
行明寺が残っています。郷土に伝わる物語に思い
をはせながら辺りを散策してみてはいかがでしょ
うか。

行明町に伝わる天女の羽衣の物語
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※財源確保のため有料広告を掲載しています。広告の内容に関する問い合せは直接広告主へ。　　　　　　　　　　　　　　
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